
（別紙４）

評価事項
項
目
点

加
重
項
目

評
価
点

1
本委託業務を効率的に実施するために、資格・知識・経験を有する人
員を、適切に配置する見込みが具体的に提案されているか。

5 2 10

2
本委託業務の統括管理技術者等の本委託業務又は同程度の規模の業務
に係る業務実績等があるか。

5 2 10

3 同種・類似業務の受託実績は十分にあるか。 5 1 5

4
京都市公契約基本条例第２条第１項第３号に規定する市内中小企業で
あるか。

5 1 5

5
本市の考え方を理解し、本業務の委託目的等と整合性が取れた的確な
取組方針が示されているか。

5 2 10

6 広報の手法や範囲、回数、タイミング等は効果的な内容であるか。 5 2 10

7
令和６年１０月から１２月に実施した市民アンケート調査等の結果を
踏まえた提案であるか。

5 2 10

8
単なる制度の認知度向上に限らず、手続きの負担軽減等、交付率向上
に資する提案であるか。

5 2 10

9
委託業務完了後も活用できる広報媒体の作成等、業務完了後も継続し
て本市にメリットがある提案であるか。

5 2 10

10
広報効果を的確に分析し、活動結果を簡潔かつ分かりやすく整理する
提案であるか。

5 2 10
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※最低選定基準点は60点とし、当該基準を上回った者の中から選定する。
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